
飼料用飼料用米と遊佐町の環境の取り組み米と遊佐町の環境の取り組み飼料用飼料用米と遊佐町の環境の取り組み米と遊佐町の環境の取り組み



山形県遊佐町の所在山形県遊佐町の所在





これまでの経緯これまでの経緯これまでの経緯これまでの経緯

►►平成平成 22年年 月光川の清流を守る基本条例月光川の清流を守る基本条例

►►平成平成 99年年 遊水の郷づくり基本構想遊水の郷づくり基本構想►►平成平成 99年年 遊水の郷づくり基本構想遊水の郷づくり基本構想

►►平成平成1111年年 環境基本計画環境基本計画

►►平成平成1212年年 新エネルギービジョン新エネルギービジョン

►►平成平成1313年年 ゆざまち環境行動指針ゆざまち環境行動指針►►平成平成1313年年 ゆざまち環境行動指針ゆざまち環境行動指針

►►平成平成1515年年 遊佐町環境基本条例遊佐町環境基本条例

►►平成平成1919年年 遊佐町まちづくり基本条例遊佐町まちづくり基本条例



環境基本計画の骨格環境基本計画 骨格

環境共生都市遊佐環境共生都市遊佐
の実現

自然を守る

こわさない

循環型の町づくり ふれあいの環境づくり

こわさない

①水環境
②生態系

ふやさない

①ごみ・排水
②エネルギ

こうしたい

①ハード
②ソフト

③風景
②エネルギー
③安全安心

②ソフト
③参加と協働



こわさないこわさないこわさないこわさない
►► 胴腹滝胴腹滝 山形県里山環境保全地域指定山形県里山環境保全地域指定 第第11号）号）

成成 指定指定平成平成1414年年33月指定月指定

►► 山砂採取の基準策定山砂採取の基準策定

海岸清掃重点クリ ンア プ海岸清掃重点クリ ンア プ((環境省）環境省）►► 海岸清掃重点クリーンアップ海岸清掃重点クリーンアップ((環境省）環境省）



岩石採取の問題岩石採取の問題 約８約８haha

鳥海山 2236m

日本海



遊佐町農業 特徴遊佐町農業 特徴遊佐町農業の特徴遊佐町農業の特徴

１、環境保全型農業の推進１、環境保全型農業の推進

特別栽培米等作付拡大特別栽培米等作付拡大1,3001,300ｈａ（ｈａ（6262％）％）

２ 消費者と 体な た農業の推進２ 消費者と 体な た農業の推進２、消費者と一体なった農業の推進２、消費者と一体なった農業の推進

３、飼料用米生産を軸に耕畜連携の推進３、飼料用米生産を軸に耕畜連携の推進、飼料用米生産を軸に耕畜連携の推進、飼料用米生産を軸に耕畜連携の推進

４、施設園芸の導入による経営の複合化４、施設園芸の導入による経営の複合化



協同組合間提携が育んだ

食糧自給率アップの具体的方策食糧自給率アップの具体的方策



飼料用米生産の取組飼料用米生産の取組

11、生産者と消費者との長年にわたる提携関係、生産者と消費者との長年にわたる提携関係

22 現在ある全てのものが使える。現在ある全てのものが使える。22、現在ある全てのものが使える。、現在ある全てのものが使える。

（施設・機械・技術他）（施設・機械・技術他）

33、水田を水田として活用できる。、水田を水田として活用できる。

44 大豆等の連作障害解消大豆等の連作障害解消44、大豆等の連作障害解消、大豆等の連作障害解消

55、生産量拡大の可能性、生産量拡大の可能性



庄内みどり農協と生活クラブの提携関係庄内みどり農協と生活クラブの提携関係庄内みどり農協と生活クラブの提携関係庄内みどり農協と生活クラブの提携関係

►►19721972年米の販売からの出会い年米の販売からの出会い

►►米から野菜へ米から野菜へ►►米から野菜へ米から野菜へ

►►環境を守る運動へ環境を守る運動へ

►►情報の公開情報の公開

►►生産者と消費者が一緒になって行う生産者と消費者が一緒になって行う►►生産者と消費者が 緒になって行う生産者と消費者が 緒になって行う

米作り・野菜づくり・環境づくり米作り・野菜づくり・環境づくり

►►農政への提言農政への提言



遊佐町の販売農家数（1247戸）

（単位：万円）

作物名 産出額 割合
米 326 000 53 30%米 326,000 53.30%
豚 108,000 17.60%豚 108,000 17.60%
メロン 34,000 5.60%
肉牛 24,000 3.90%
ゆり 16 000 2 70%ゆり 16,000 2.70%
総合計 612,000総合計 ,

2005年農業センサス



協同組合間提携の具体的行動協同組合間提携の具体的行動協同組合間提携の具体的行動協同組合間提携の具体的行動

◆◆日本の食糧自給率（穀物）の向上日本の食糧自給率（穀物）の向上

◆安全･安心な国産での餌づくり◆安全･安心な国産での餌づくり◆安全 安心な国産での餌づくり◆安全 安心な国産での餌づくり

◆農地（水田）の保全◆農地（水田）の保全

◆循環型農業の形成◆循環型農業の形成

◆連作障害の回避◆連作障害の回避◆連作障害の回避◆連作障害の回避

◆食糧の安全保障確立◆食糧の安全保障確立

◆他の国から食料を奪わない国に◆他の国から食料を奪わない国に



取組の背景取組の背景
日本の食料自給率はどうなっているか

取組の背景取組の背景

農水省資料より抜粋



飼料用米プロジェクト体制飼料用米プロジェクト体制飼料用米 ジ ク 体制飼料用米 ジ ク 体制
飼料米生産による自給率向上
に関する調査検討プロジェクトに関する調査検討プロジェクト

飼料米栽培に関する調査検討飼料米栽培に関する調査検討

消費影響に関する調査影響ワーキンググループ

持続的生産体制整備に関する調査検討
遊佐町

遊佐町共同開発米部会
生活クラブ生協
(株)平田牧場
全農山形県本部

助言・指導
全農山形県本部
ＪＡ庄内みどり

北日本くみあい飼料（株）

（独)東北農業研究センター水田利用部
(独)山形大学農学部
山形県庄内総合支庁酒田農業技術普及課北日本くみあい飼料（株） 山形県庄内総合支庁酒田農業技術普及課



具体的な取組具体的な取組具体的な取組具体的な取組
内容内容

）産地に適した品種の確立）産地に適した品種の確立１）産地に適した品種の確立１）産地に適した品種の確立

２）生産コストの低減技術の確立２）生産コストの低減技術の確立

①直播①直播①直播①直播

②豚尿利用②豚尿利用

３）作付生産者の拡大と栽培体系の確立３）作付生産者の拡大と栽培体系の確立

４）４）飼料米の配合飼料添加における家畜の飼料米の配合飼料添加における家畜の

育成育成



生産コスト低減技術の確立生産コスト低減技術の確立

動力散布機の利用

鉄コーティング種子

打ち込み式点播は種機 直播きほ場



理化学分析値理化学分析値
飼料用米の配合割合　　０％の豚　　　　 　１０％の豚

粗脂肪含有量（％）　　　   ３．１％　　　　　  ４．７％

脂肪が溶け始める温度(℃）３８．４℃　　　　 ３４．３℃

肉の色(明るさ）　 　　　 　 ５１．３　　　　　  ５１．４

脂肪の色(白さ）　 　　　  　７６．７　　　　　  ８１．１

ステアリン酸（％）　　 　１６．６％　　　   １４．９％

リノ ル酸（％）

オレイン酸（％）　　 　　 ４０．７％　　　　 ４３．１％

リノ－ル酸（％）  　　　 １２．６％　　　　   ８．９％



飼料用米助成金の推移飼料用米助成金の推移

H21.5.29H21.5.29

平成平成1616年年 平成平成1717年年 平成平成1818年年 平成平成1919年年
平成平成2020

年年
平成平成2121年年

年年

基本助成基本助成 10,00010,000 10,00010,000 20,00020,000 45,00045,000 32,00032,000 45,00045,000

担い手加算担い手加算 20,00020,000 35,00035,000

定着加算定着加算 5 5005 500 5 5005 500 6 5006 500定着加算定着加算 5,5005,500 5,5005,500 6,5006,500

町単体加算町単体加算 6,0006,000 5,0005,000

県単体加算県単体加算 4,0004,000 4,0004,000

水田有効活用水田有効活用 55,00055,000

需要即応型需要即応型
25,00025,000 25,00025,000

5,0005,000 5,0005,000

販売収入販売収入 11,73011,730 16,74016,740 22,96022,960 24,38024,380 27,60027,600 27,60027,600 27,60027,600

合合 計計 27,73027,730 51,74051,740 77,96077,960 74,88074,880 69,10069,100 113,100113,100 112,600112,600

((最高額）最高額）



拡大・定着に向けた課題拡大・定着に向けた課題拡大・定着に向けた課題拡大・定着に向けた課題

１ コスト低減による収益アップへ１ コスト低減による収益アップへ１、コスト低減による収益アップへ１、コスト低減による収益アップへ
収量アップによる収入アップ効果が薄い収量アップによる収入アップ効果が薄い
・直播栽培による安定した収量の確保・直播栽培による安定した収量の確保直播栽培 る安定 収量 確保直播栽培 る安定 収量 確保
・豚尿の活用（短時間による散布方法の確立）・豚尿の活用（短時間による散布方法の確立）
・輪作体系の確立・輪作体系の確立
（飼料用米（飼料用米++ナタネナタネ++大豆 麦大豆 麦++大豆等）大豆等）（飼料用米（飼料用米++ナタネナタネ++大豆、麦大豆、麦++大豆等）大豆等）

・堆肥の活用・堆肥の活用

２、飼料用米利用量の拡大２、飼料用米利用量の拡大

・飼料用米利用促進の政策化・飼料用米利用促進の政策化
（飼料への混入利用の義務化・確かな需要の確（飼料への混入利用の義務化・確かな需要の確 保）保）
・全畜種の拡大・全畜種の拡大全畜種の拡大全畜種の拡大
（豚、鶏、牛への利用）（豚、鶏、牛への利用）
・利用期間の拡大・利用期間の拡大



拡大・定着に向けた課題拡大・定着に向けた課題拡大・定着に向けた課題拡大・定着に向けた課題

３ 生産意欲の湧く制度の確立３ 生産意欲の湧く制度の確立３、生産意欲の湧く制度の確立３、生産意欲の湧く制度の確立

・・面積支払から収量支払へ面積支払から収量支払へ
（（1010ａ当りａ当り ８００００円を８００００円を 8080円円//ｋｇへ）ｋｇへ）

・栽培方法への支払・栽培方法への支払
（輪作栽培、環境保全型、環境対策費）（輪作栽培、環境保全型、環境対策費）

・ＷＴＯに負けない理論構築・ＷＴＯに負けない理論構築

100100ｇ１円の負担アップは高いか？ｇ１円の負担アップは高いか？ｇｇ
・消費者がどこまでコスト負担が可能か？・消費者がどこまでコスト負担が可能か？
（飼料用米とトウモロコシ格差分等）（飼料用米とトウモロコシ格差分等）

・保管、管理は誰が負担するのか？・保管、管理は誰が負担するのか？
（保管する倉庫がない、新たな経費負担増）（保管する倉庫がない、新たな経費負担増）

・広範囲での生産・広範囲での生産
（飼料工場の集約化、運搬費の拡大）（飼料工場の集約化、運搬費の拡大）



拡大・定着に向けた課題拡大・定着に向けた課題拡大 定着に向けた課題拡大 定着に向けた課題

４ 生産者 流通ル トの段階での 般米との明確な区分管理の確立４ 生産者 流通ル トの段階での 般米との明確な区分管理の確立４、生産者、流通ルートの段階での一般米との明確な区分管理の確立４、生産者、流通ルートの段階での一般米との明確な区分管理の確立

・不正規流通の根絶・不正規流通の根絶
（飼料用米自体が崩壊）（飼料用米自体が崩壊）（飼料用米自体が崩壊）（飼料用米自体が崩壊）

・全ての段階のチェック・全ての段階のチェック
・粉砕しての出荷・粉砕しての出荷
（転用の防止）（転用の防止）

５．長期的な目標の設定５．長期的な目標の設定

33年では種子 施設の償却が出来ない年では種子 施設の償却が出来ない・・33年では種子、施設の償却が出来ない年では種子、施設の償却が出来ない
（開発にかかる時間は）（開発にかかる時間は）
・・環境対策の手段として環境対策の手段として
（ＣＯ（ＣＯ22・温暖化対策、治水、フードマイレージ等）・温暖化対策、治水、フードマイレージ等）（（ 温暖化対策、治水、 イ ジ等）温暖化対策、治水、 イ ジ等）
・・世界は食糧不足（増え続ける飢餓人口）世界は食糧不足（増え続ける飢餓人口）
（世界に誇れる国になる）（世界に誇れる国になる）



飼料用米の流れ飼料用米の流れ飼料用米の流れ飼料用米の流れ



こうしたいこうしたい 住民や学校の活動住民や学校の活動こうしたいこうしたい 住民や学校の活動住民や学校の活動

議議►►少年議会少年議会

►►八面川の保全活動八面川の保全活動

►►インターンシップインターンシップ((海浜清海浜清
掃）掃）掃）掃）

►►西通川の観察活動西通川の観察活動((西西
遊佐小学校）遊佐小学校）遊佐小学校）遊佐小学校）

►►山林の整備活動（西遊山林の整備活動（西遊
佐小学校 稲川小学校佐小学校 稲川小学校佐小学校、稲川小学校、佐小学校、稲川小学校、
吹浦小学校）吹浦小学校）



食＋農＝環境食＋農＝環境食＋農＝環境食＋農＝環境

水食料輸入は水の輸入水食料輸入は水の輸入►►水食料輸入は水の輸入水食料輸入は水の輸入
飼料のトウモロコシ飼料のトウモロコシ １６５０万トン１６５０万トン
９５％アメリカから９５％アメリカから９５％アメリカから９５％アメリカから
フードマイレージフードマイレージ

輸入量輸入量××輸送距離輸送距離輸入量輸入量××輸送距離輸送距離
二酸化炭素の排出二酸化炭素の排出
地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化

地産地消の推進地産地消の推進地産地消の推進地産地消の推進



ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。


